
島

の

問
題

な

ら
す

ぐ

に
答

え

ら

れ
る

子

供

た
ち
も

、

鹿
児
島
県
全
体
と
な
る
と
苦
戦
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

今

回
、

本
校

の
子

供
た

ち
の

正
答

率
が

低
か
っ

た

問
題
を
挙
げ
て
み
ま
す
。

１

南
九
州
市
で
の
製
造
が
盛
ん
で
、
国
の
伝
統

ふ
る
さ
と
た
っ
ぷ
り
鹿
児
島

的
工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
の
は
、
次
の
ど

校

長

川

邊

浩

幸

れ
で
す
か
。

①

川
辺
仏
壇

②

薩
摩
焼

③

大
島
紬

明
治

百
五

十
年

を
記

念
し

、
平
成

三
十

年
十

二
月

に

２

Ｊ
Ｒ
肥
薩
線
の
駅
の
中
で
、
開
業
当
時
か
ら

「
県
民
の
日
（
七
月
十
四
日
）
」
が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

の
駅
舎
を
持
つ
駅
は
、
次
の
ど
れ
で
す
か
。

七

月

四

日

（

日

）

に

、

町

保

健

セ

ン

タ

ー

で

、
「

お

こ

れ
は

、
鹿

児
島

県
が
誕

生
し

た
明

治
四

年
の

廃
藩

置

①

隼
人
駅

②

日
当
山
駅

③

嘉
例
川
駅

や

こ
食

育
教

室
」

が
あ
り

ま
し

た
。

研
修

部
主

催
の

家

県

布
告

日
が

七
月

十
四

日
で

あ
っ
た

こ
と

に
由

来
す

る

３

東
郷
平
八
郎
が
、
連
合
艦
隊
司
令
長
官
と
し

庭

教
育

学
級

の
一

環
で
も

あ
り

、
一

年
生

か
ら

六
年

生

そ

う

で

す

。
「

県

民

が

、

郷

土

の

歴

史

や

文

化

を

見

つ

て
活
躍
し
た
戦
争
は
、
次
の
ど
れ
で
す
か
。

ま

で
の

児
童

と
そ

の
家

族
、

計
二

十
三
名

の
参

加
が

あ

め
直

し
、

郷
土
に

対
す

る
理

解
と

関
心

を
深

め
、

ふ
る

①

日
露
戦
争

②

薩
英
戦
争

③

西
南
戦
争

り
ま
し
た
。

さ
と

を
愛

す
る

心
を

育
む

こ
と

に
よ
り

、
自

信
と

誇
り

ま

ず

、
「

８

０

２

０

運

動

」

推

進

員

さ

ん

か

ら

、

ジ

を
も

っ
て

、
よ

り
豊

か
な

鹿
児

島
県
を

築
き

上
げ

る
こ

テ

キ

ス

ト

（

参

考

教

材

「

か

ご

し

ま

検

定

」
〔

ジ

ュ
ー
ス
や
果
物
に
含
ま
れ
る
糖
分
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。

と
を
期
す
る
日
」
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ュ

ニ

ア

編

〕
）

は

、

鹿

児

島

商

工

会

議

所

の

ホ

ー

ム

「

砂

糖

が

こ

れ

だ

け

含

ま

れ

て

い

る

ん

だ

よ

。
」

と

お

本

校
で

は
、

一
学

期
最

後
の

七
月
七

日
（

水
）

の
全

ペ

ー
ジ

か

ら
ダ

ウ

ン
ロ

ー

ド

で
き

ま

す

。

夏

休
み

に

っ
し
ゃ
る
度
に
、
「
わ
あ
、
そ
ん
な
に
。
」
と
子
供
た
ち

校

朝
会

で
、

Ｄ

Ｖ
Ｄ
を

視
聴

し
た

り
、

校
長

が
講
話

を

御
家

族

で
練

習

問
題

を

解

い
た

り

、

問
題

を
出

し
合

か
ら
驚
き
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

し
た
り

し
ま

し
た

。
時

間
の

関
係

で
、

鹿
児

島
県

の
位

っ
た
り
し
て
、
楽
し
ま
れ
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

次
に
、

献
立

に
含

ま
れ

る
赤

・
黄

・
緑

の
食

品
と

そ

置
を

は
じ

め
、

偉
大

な
先

人
や

火
縄
銃

な
ど

の
歴

史
、

ふ

る
さ

と
種

子

島

、
そ

し

て

、

鹿

児

島
県

の

こ
と

を

の
働

き
に

関
す

る
話

や
大
型

紙
芝

居
が

あ
り

、
子

供
た

桜
島

・
開

聞
岳

・
霧

島
・

雄
川

の
滝
な

ど
の

自
然

、
火

も
っ
と
知
っ
て
、
愛
す
る
心
を
育
て
た
い
も
の
で
す
。

ち
も
保
護
者
の
方
々
も
真
剣
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

山
の

恵
み

で
あ

る
温

泉
、

黒
豚

・
黒

牛
・

き
び

な
ご

・

そ
し

て
い

よ
い

よ
、

調
理

で
す

。
こ

の
日

の
献

立
は

か

つ
お

ぶ
し

な
ど

の
食

、
薩

摩
焼
・

大
島

紬
・

川
辺

仏

七
月
一
日
か
ら
三
十
日
ま
で

「

フ
ィ

ッ
シ

ュ
バ

ー
ガ
ー

、
ひ

じ
き

と
大

豆
の

カ
ラ

フ

壇

な
ど

の
伝

統
工

芸
品

、
か

ご
し
ま

国
体

が
二

０
二

三

二

年

生
の

担

任
代

替

と

し
て

、

森
藤

先

生

に
お

世
話

ル
サ

ラ
ダ

、
ツ

ナ
と

人
参
の

ラ
ペ

」
で

し

た

。
グ

ル
ー

年
に
あ
る
こ
と
な
ど
を
中
心
に
話
し
ま
し
た
。
最
後
に
、

に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

プ
で

協
力

し
な

が
ら

、
手

際
よ

く
調
理

さ

れ

ま
し

た
。

鹿

児

島

県

に

関

す

る

問

題

と

し

て

、
「

人

が

住

ん

で

い

六
月
か
ら
、

六
年

生
の

男
子

が
白

身
魚

の
フ

ラ
イ

を
揚

げ
た

り
、
一

る
島

は
い

く
つ

あ
る

で
し

ょ
う

？

①

六
個

、
②

十
六

森
藤

典
子

牧
瀬

理
恵

支
援
員
と
し
て

年
生

の
女

子
が

ゆ
っ

く
り
と

包
丁

で
野

菜
を

切
っ

た
り

も
り
と
う

の

り

こ

ま

き

せ

り

え

個

、
③

二
十

六
個

」
と

聞
く

と
、
ほ

ぼ
全

員
が

正
解

し

主
に
二
年
生
と

と

、
お

う
ち

の
方

や
保

健
セ

ン
タ

ー
の

方

に

ア
ド
バ

イ

ま
し
た
。

過
ご
し
て
い
た

ス
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
一
生
懸
命

県

民
の

日
の
当
日

は
、
五
・

六
年
生
が
「

か
ご
し
ま

だ
い
て
い
る
牧

に
作
り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ジ
ュ

ニ
ア

検
定

」
に

挑
戦

し
ま
し

た
。

こ
の

検
定

は
、

瀬
先
生
で
す
。

ル
ス
感
染
予
防
の
た
め
、
家
庭
に
持

「
鹿

児
島

県
の

内
外

を
問

わ
ず

、
多
く

の
方

々
が

、
鹿

元
気
と
笑
顔
が

ち
帰
っ
て
お
い
し
く
い
た
だ
き
ま
し

児
島

へ
の

関
心

を
も

ち
、

そ
の

素
晴

ら
し

さ
を
実

感
し

い
っ
ぱ
い
の
先

た
。
ど
の
子
の
顔
も
、
作
り
上
げ
た

て

い
た

だ
く

た
め

に
実
施

す
る

も
の

」
と

な
っ

て
い

ま

生
で
す
。

満
足
感
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

す

。
鹿

児
島

の
自

然
、

歴
史

、
文
化

、
地

域
の

特
徴

、

宜
し
く
お
願

保
健
セ
ン
タ
ー
の
皆
様
、
ど
う
も

産
業
・
経
済
の
分
野
か
ら
問
題
が
出
さ
れ
ま
す
。
種
子

い
し
ま
す
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

７月号

おやこ食育教室

おいしそうにできたね。

職
員
の
紹
介

☆ 中種子町立増田小学校 学校便り 令和３年７月２６日（月）発行 ☆



☆ 中種子町立増田小学校 学校便り 令和３年７月２６日（月）発行 ☆

朝

、

校

内

を

巡

回

し

て

、

元

気

な

挨

拶

を

し

て

い

る

の

は

、

総

務

委

員

会

の

子

供

た

ち

で

す

。
「

最

近

、

朝

の

挨

拶

が

元

気

な

い

ん

じ

ゃ

な

い

か

な

。
」

と

い

う

子

供

た

ち

の

気

付

き

か

ら

始

ま

り

ま

し

た

。

職

員

も

子

供

た

ち

も

、

顔

を

見

て

大

き

な

声

で

挨

拶

。

気

持

ち

よ

い

一

日

の

ス

タ

ー

ト

が

切

れ
ま
し
た
。
増
田
小
に
は
、

心

の

あ

っ

た

か

さ

ん

が

い

っ
ぱ
い
で
す
。

むし歯治療は夏休み

に！！少しでも早いう

ちに受診を。夏休み中

に，むし歯治療率100％
を達成させましょう。

保健目標「夏を元気に過ごそう」

・規則正しい生活をしよう。

・むし歯の治療をすませよう。

生活目標 「夏休みを楽しく過ごそう」

・規則正しい生活しよう。

・病気やむし歯の治療をしよう。

・地域の行事には進んで参加しよう。

３・４年生，たくさん発表を

頑張りました。

【８月行事予定】

２日（月）出校日

１１～１３日 学校閉庁日

２０日（金）出校日

２２日（日）第２回ＰＴＡ愛校作業（全集落）

【９月行事予定】

１日（水）始業式

１～６日 ＰＴＡ交通指導

７日（火） 学級ＰＴＡ

第３回運営委員会・PTA専門部会

１９日（日） 運動会

御指導・御協力，有難うございました。

熊毛地区「道徳科」研究公開

５・６年生は，いつでも誰にでも親

切にできるかを考えられたね。

令和２・３年度熊毛地区研究協力校研究公開・令和３年度熊毛地区

道徳教育研修会として，７月２日に本校の１年余りに渡る「道徳科」

の研究を公開しました。これまで，中種子町の教育委員会や熊毛教育

事務所の先生方から，研究授業の度に，多くの御指導をいただいてき

ました。その貴重な御指導のおかげで，本校の研究の方向性や成果の

一部を発表できたと思います。本当に，有難うございました。

さて，当日は，町内外から３６名の方々に御参加いただきました。 （分科会の様子）

「自己を見つめ，よりよく生きようとする児童の育成～『考え，議論

する』道徳科の授業を通して～」という研究主題のもと，研究の概要

やこれまでの実践の歩みを紹介しました。さらに，重点項目「親切，

思いやり」を扱った教材で，３・４年生と５・６年生が授業を公開し

ました。「考え，議論する」学び合いに加え，ＩＣＴの効果的な活用

で，子供たちは自己を見つめ，よりよく生きようとする意欲や態度を

発揮していました。

また，ＰＴＡ三役の皆様に学校への道案内や

駐車場の係をしていただきました。「分かりや

すかった。」とアンケートに感謝の言葉があり

ました。御多用な中，有難うございました。

「親切」

と

「おせっかい」の違いを考えたよ。

☆「椅子に座っているとき，とてもドキドキし

ました。後ろに先生たちがいっぱいいて，び

っくりしました。」（Ｓさんの日記より）

☆「緊張したけど，発表を頑張りました。とて ☆「『いつでも誰にでも親切にする』とは，相

も楽しかったです。」（Ｎさんの日記より） 手の気持ちや立場を考えることだと分かった。

タブレットを自分たちで操作しながら，考え 今まで見て見ぬふりをしていた

を共有したり，深めたりしていました。 ことがあったけど，これからは

親切にしたい。」（道徳ノート）

☆「困っている相手の人が，ど

んな対応をされたら嬉しいかを

考えて行動する。」（６年Ｋさん）


